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静岡国際で安田覚（三重県教員クラブ）が５ｍ５０で優勝  

（春季サーキット前半戦三重県関係者競技成績） 

静岡国際陸上（５／３ 静岡草薙） 

優 勝 男子棒高跳  安田  覚（三重県教員クラブ） ５ｍ５０ 

第４位 女子走高跳  貞廣 千波（三重陸協）     １ｍ７５ 

第７位 女子砲丸投  堤  あい（国士館大）    １３ｍ６５ 

第８位 男子２００ｍ 石川 裕司（三重大）     ２１秒０５（＋３．６） 

《三重県出身者 市岡寿実（国士館クラブ）女子砲丸投 第３位 １６ｍ４２》 

 

兵庫リレーカーニバル（４／２０ 兵庫ユニバー）  

第２位 男子円盤投   藤原  潤（八千代工業） ４８ｍ８９ 

第３位 男子１５００ｍ 木實 淳冶（八千代工業） ３分４７秒５８ 

第４位    〃    小林 史和（ＮＴＮ）   ３分４８秒０９ 

第８位 女子１００ｍＨ 鬼頭 祐子（中京大）   １５秒９１（＋０．２） 

《三重県出身者 市岡寿実（国士館クラブ）女子砲丸投 第３位 １６ｍ４１》 

 

織田記念陸上（４／２９ 広島広域公園）  

第２位 女子５０００ｍＢ 田中 真知（名城大）  １５分５３秒９７ 

第８位 男子１００ｍ   田島 宣弘（日本体育大） １０秒３６（＋２．０） 

 

水戸国際陸上（５／５ 水戸）  

第６位 男子１００ｍ  田島 宣弘（日本体育大） １０秒３１（＋１．８） 

      女子５０００ｍ 田中 真知（名城大）   １５分４２秒８４ 

女子選抜 １００ｍ   伊藤 佳奈恵（三重大）  １１秒８６（＋２．９） 

 

 春季サーキット静岡国際において安田覚（三重県教員クラブ）がすばらしい跳躍を

披露。５ｍ５０で優勝を決めた後、５ｍ６５に挑戦。バーに少し触れて失敗に終わっ

たが、体は完全にバーを越えていて、今後の競技会では日本記録更新も夢ではなくな

ってきた。今後の活躍が大いに期待できる。 



 男子１５００ｍでは、今年も木實淳治（八千代工業）と小林史和（ＮＴＮ）がしの

ぎを削る。この種目にも日本記録更新の期待がかかる。 

 アジア大会代表の田島宣弘（日本体育大）も故障が癒えて復調してきた。２００ｍ

のスペシャリスト石川裕司（三重大）も健在で、昨年アジアジュニアに出場し、４×

１００ｍＲでジュニア日本記録保持者となった松永康孝（中央大）らとともに今年も

飛躍の年にしてほしいところ。 

 ベテランの域に達した藤原潤（八千代工業）や貞廣千波（三重陸協）の円熟した競

技ぶりも楽しみであり、若い競技者は日本で一流の彼らの競技ぶりから一つでも多く

のことを吸収して一日でも早く彼らを脅かす存在になってもらいたい。 

 女子１００ｍの元日本記録保持者の伊藤佳奈恵（三重大）も水戸国際で追風参考な

がら１１秒台を記録。復活の狼煙（のろし）を上げた。 

 春季サーキットは大阪国際グランプリが本日行われて終了。その後、６月６日～８

日に開催される日本選手権へとつながっていく。 


